
こども家庭庁「こどもデータ連携実証事業」の町による取組内容についてご案内

令和６年８月25日
こども教育課

1．こどもデータ連携実証事業の背景

こどもに関する施策については、これまでに様々な取組が進められてきたものの、貧困や虐

待、不登校、いじめ等の困難な状況にあるこどもは依然として存在しています。一方で、困難

な状況にあるこどもはその実態が見えにくく、支援が必要なこどもや家庭に対して適切な支援

が届けられず、取り残されてしまっているケースも少なくないほか、困難を抱えるこどもや家

庭ほどＳＯＳを発することが難しいこと等から、プッシュ型・アウトリーチ型支援の重要性が

指摘されています。

また、本事業は、令和４年度にデジタル庁が「こどもに関する各種データの連携による支援

実証事業」を行い、地方公共団体でデータ連携を進める上での課題等について整理を行ってき

た成果・蓄積を引き継ぎ、令和５年度からこども家庭庁が実施しております。

※R5年度デジ庁採択14団体：福島県会津美里町/埼玉県戸田市/東京都昭島市//兵庫県尼崎市/広島県府中町/福

岡県福岡市/埼玉県美里町・川島町/千葉県印西市/神奈川県横須賀市/神奈川県開成町/新潟県佐渡市/岐阜県山

県市/大阪府和泉市/宮崎県延岡市

2．ご案内について

町では昨年度に引き続き、令和6年度もこども家庭庁の「こどもデータ連携実証事業」の委

託を受けて実践的に研究を進めております。この事業では、その日の健康や気分の状態、友達

や家族との関係などを入力したり、感想や相談希望などを記入したりするアプリ「まなびのあ

しあと」から得られる情報や、学校の出欠や保健室の利用状況等、学校や町がすでに保有して

いる情報を活用し、児童生徒の不調を早期に発見して支援できる仕組みを構築してまいります。

つきましては、この事業における会津美里町の取組内容を本紙にてご案内させて頂き、この事

業についてご理解いただきますようお願い申し上げます。

3．昨年度実績について

町では「学校不適応」について、研究機関と連携のうえ、新たに定義し、町が持つ一部の

データから仮説的に判定ロジックを構築し、支援対象者の抽出を実施。また、校務支援システ

ムやこども教育課が持つ各種データから学校不適応と相関が高い項目を研究機関の分析により

選出しました。支援に関しては、町内の小中学生1,200名のうち、370名を支援対象とし、生徒

がまなびのあしあとに記入したコメントへのコメントバック、教員から生徒への声かけによる

支援を実施しております。今年度実証では、研究機関の分析結果を反映させた精度高い判定ロ

ジックの構築や生徒の個性に応じた個別的な支援の実施に取り組んで参ります。



実証の参加により目指す姿及び関連する計画



現状の課題とあるべき姿



実証で取り組む困難の類型「学校不適応」について



「学校不適応」に取り組む意義



実施概要と実証のステップ



画面イメージ１（朝と帰りの短学活で使用）

その日の健康や気分の状態、1日の振り返りなどを選択します。
※製作中の画面のため変更される場合あり

画面イメージ２（先生への相談で使用）

学校生活や友達関係等での悩みを相談したい先生だけに送信することができます。

児童生徒が入力した情報等から支援が必要そうな生徒を教員画面に表示し、その結果を基に
教員は生徒一人ひとりの様子に合わせたフォローを実施します。

生活データ入力アプリ【まなびのあしあと】のイメージ

支援の取組みイメージ
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